
 

 

 

 

 

 
 

 

■４月からの歩み 
 いつも賑やかな声が聞こえてくる１年教室から声が聞こえません。何かあったのかとのぞきに行くと、

色紙をちぎって貼り付けながら夢中になって作品を作っていました。担任が作品のタイトルを聞き取っ

ていましたが、大人には思いも寄らない作品のタイトルに苦笑しました。給食の準備・片付けを目標の

一つとして取り組んでいる２年生、何日も取り組み続けてスムーズにできるようになりました。たかが

給食の準備、されど子供たちからは努力してやり切ったことに達成感を感じている様子が伺えます。３

年生は自分たちで考えて活動する練習をしており、周りを見て声をかけ合う意識が高まっています。け

がをしている仲間を気遣う姿、助け合う姿が見られるようになっています。４年生は、仲よく学級遊び

をしています。学習のときも全員が楽しそうな表情をしている様子から、子供たちが学級遊びをしなが

ら仲間と互いに気持ちよく過ごすための勉強をしているように感じます。５、６年生は、４年越しとな

った対面でのすいせん交流（福井県越廼小学校との交流）に向けて取り組んできました。遠い福井県に

も友達を作り、安八町や岐阜県について伝えるために改めて岐阜県や安八町について学び直しました。

すいせん交流を通して、属する集団や社会を増やしながらしながら視野を広くしています。１３日は荒

天のために１９日に延期しましたが、平成１０年から続けられてきた越廼小学校との交流とコロナ禍を

経て再開する交流をつなぐ役目を果たしました。 

 第１ステージは「めあてをもち、明るく元気に新学期をスタートする」を目標に「築く」時期、第２

ステージは「進んで考え、行動し、自分をレベルアップする」を目標に「試す」時期と設定して取り組

んできました。子供たちは、毎日、新しいことに出会いながら、困ったことや思い通りにいかないこと

の整理の仕方をその都度考え、対応の仕方を学んでいます。体験する度に、一つずつ学んでいます。社

会は「先行きが不透明で、将来の予測が困難な状態」だと言われています。小学校の時期に多くの体験

をして多様な対応の仕方を学ばせたいと考えます。しかし、子供たちの偶然の学びだけに頼ることなく、

教えるべきことは教え、指導すべきことは指導します。第３ステージは「時間を大切にし、お互いを高

める」を目標に「高める」時期と設定して取り組んでいきます。 

 ４月からの毎日は、創立１５０周年記念行事をきっかけに、牧小学校にかかわる人々に出会い、バト

ンタッチを実感して過ごした毎日でした。 

４か月の子供たちの毎日に大きな拍手を贈ります。 

子供たちが夏休みを楽しみ、８月２９日、牧小学校で全員集合したいと思います。 

■地域のみなさん、日々見守っていただきありがとうございます。 

地域のみなさん、保護者のみなさんには、子供たちの登下校見守りや諸活動のご理解ご協力をいただ

きました。早い時期から熱中症が心配されました。また、天候により予定時刻より早い下校や遅い下校

にするという急な対応でご協力をお願いしたこともありました。学校サポーターさんには、その都度、

学校の動きに合わせて登下校の様子を見守っていただきました。また、登下校中の子供たちの様子につ

いて連絡を頂いたおかげで対応できるなと、地域のみなさんのおかげで無事に夏休みを迎えることがで

きます。あたたかな見守りやご支援をありがとうございました。 

今後、これまでの教育活動等についての保護者・児童アンケート、職員評価をとりまとめ、８月末日 

からの始業に向けて課題の改善に努めます。８月２９日より子供たちの学校生活が始まりますので、変

わらず見守っていただきますようお願いいたします。 

■２０２３年度は牧小学校創立１５０周年 その⑪  

 ５月２７日に飛ばした風船を拾ってくださった静岡県浜松市の水窪小学校のみなさんからメーセージ

が届きました。今、全校でメッセージを書いて送る準備を進めています。互いに１５０周年を祝いなが

ら、１５１年めへのつなぎ役の２校のエール交換です。            校長 古市諭香 

            
※右上にあるＱＲコードを読み取ってです。いただくと活動の様子を見ていただくことができます。 

子供のよさを見つけ、引き出し、つないで拓く 
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